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家
族
8
人
中
4
人
が
丑
年
生
ま
れ
の
雲
野
さ
ん
一

家
（
春
日
町
1
）
。
大
正
1
4
年
5
月
1
0
日
生
ま
れ
の
康

一
さ
ん
（
写
真
前
列
中
央
）
、
大
正
1
4
年
5
月
5
日
生

ま
れ
の
タ
、
、
＼
さ
ん
（
康
一
さ
ん
の
向
か
っ
て
左
隣
）
、

昭
和
3
6
年
6
月
2
4
日
生
ま
れ
の
外
喜
子
さ
ん
（
後
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ゆ
き

左
は
し
）
、
昭
和
6
0
年
9
月
4
日
生
ま
れ
の
貴
介
く
ん

（
前
列
右
は
し
）
と
丑
年
生
ま
れ
が
3
世
代
に
渡
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
残
り
4
人
中
3
人
が
3
世
代

に
渡
っ
て
申
年
と
言
う
珍
し
い
家
族
で
す
。

　
祖
父
の
康
｝
さ
ん
は
、
数
年
前
に
体
を
少
し
こ
わ

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
元
気
に
畑
仕
事
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。
祖
母
の
タ
ミ
さ
ん
も
若
夫
婦
に
代
わ
っ

て
孫
の
子
守
を
し
た
り
、
台
所
に
立
『
っ
た
り
と
元
気

で
す
。
長
男
の
貴
介
く
ん
は
元
気
『
杯
。
「
ス
ポ
ー
ツ

が
大
好
き
な
ん
だ
。
今
ク
ロ
カ
ン
、
空
手
、
野
球
を

や
つ
て
い
る
よ
。
空
手
で
1
0
月
1
0
日
の
体
育
表
彰
を

受
け
た
い
な
。
お
年
玉
も
た
く
さ
ん
欲
し
い
ん
だ
」

と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
雲
野
家
の

パ
ワ
フ
ル
マ
マ
外
喜
子
さ
ん
は
石
川
県
松
任
市
出
身
。

「
石
川
で
は
、
丑
年
は
ど
ん
と
居
座
つ
て
し
ま
う
か

ら
、
長
男
・
長
女
以
下
の
名
前
に
は
外
（
出
て
行
く
）

を
付
け
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
十
日
町
に
来
た
の
か

な
。
私
は
皆
の
助
け
に
な
る
立
場
。
だ
ん
な
様
の
助

け
に
な
れ
る
よ
う
な
妻
で
あ
り
た
い
と
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
吉
康
さ
ん
（
夫
）
は
、
照
れ
な
が

ら
家
族
全
員
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
で
す

と
の
こ
と
。
お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ト
ラ
さ
ん
（
8
8
歳
）
、

　
　
　
と
も
み

長
女
の
保
美
ち
ゃ
ん
（
小
学
3
年
）
と
次
男
の
満
く

ん
（
3
歳
）
を
入
れ
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
温
か
な
家

族
で
し
た
。



　　　　　　　　　　　　子
　　　　　　　　　　　孫供

　　　　　　　　　もな：’

　　　　　　　　　26ん

岡村アサさん人と
（北新田2）明治34年6月1日生まれ

　浅之平に生まれ、子供のころは母

の実家（松之山）に子守に行くこと

が多かったんの。学校にも子供をお

ぶって行ったものです。岡村の家に

嫁に来て、10人の子供を生みました。

根っから体が丈夫なんですね。去年

までは、せがれと2人で全国を旅行

しました。今でも善光寺へ毎年お参

りに行きます。白寿まで3年、元気

でがんばります。

　来年は丑年。牛は戦前．農耕や運搬などに活躍する家畜として、

農家には必ず飼われていました。牛が家畜として飼われたのほ、新

石器時代あたりが起源と言われて塾ます。日本燈も．縄文時代に牛

が飼われていたと言う観があるほど．古くから私たちの生活に密着

した動物です。また、証券業界には「ブル」と婚う言葉があ砂ます。

「ブル」は雄牛のことで、積極的な取り引きの二どを言います。来

年二そ景気の低迷から脱出しiだ験ものですね。今回の特集は．恒例

になった来年の干支（丑年）生まれの人へのインタビ轟一です。

無　
　
覇

勲
二人で畑仕事を
　　　するのが最高

村山八郎さん杏晋1措生まれ

村山ウシノさん寮晋1循生まれ

　　　（四日町3）

　農業が好きなので、近所の人から畑を借りて二人で色々

なものを作っています。特に菊は、朝起きて顔を洗うと

二人で見に行くんですよ。せがれがラーメン屋を出して

いるので、畑の合間に私は手打ちもしています。ばあさ

んは外孫の子守。来年はもう一人生まれるので楽しみに

しています。今年の延長が私たちの願いです。

まだまだ
　　　がんばりますよ

阿部芳雄さん
（上川町）大正2年10月3日生まれ

　昭和14年に召集され、翌年5月

に中支（中国）で右足膝関節貫通

の負傷を受けたんです。不自由なりに何とかがんばって

きましたが、歳にはかないませんね。好きな鉢いじりも

重くて持てませんしね。でも続けたいとは思っているん

です。カラオケも好きで、家のレーザーカラオケでよく
　　　　　お　は　こ
歌うんです。十八番は内緒ですよ。

　　　　　　　　　　が商

　　　　　　　　　　ん売

　　　　　　　　　　ぱ’

　　　　　　　　　　り野
　　　　　　　　　　ま球

　　　　　　　　　　す

斎木董喜さんよ
（北鐙坂3）昭和24年H月7日生まれ

　「北星」、若いころからあった北鐙

坂青年団の野球チームなんです。い

つのまにか青が星に変わっちゃって

ね。Cクラスに落ちたもんだから、

ぜひBクラスに復帰しなければ。監

督兼選手なんですよ。商売は2代目

ですが、スーパーなどに押され厳し

いですね。でも息子が継いでくれる

気持ちがあるんで張り合いはありま

すね。

富井千恵さん

一
人
の
孫
の
成
長

　
楽
し
み
で
す

（馬場1）昭和12年2月20日生まれ

　運動不足、ボケ防止にと馬場地区

の丑年生まれの同年代で踊りをやっ

ています。7、8年前からでしょう

か。10月に平成園がお年寄りを招待

した時に余興で出演しましたが、随

分と喜ばれました。来年もあれば、

参加したいねと話し合っています。

4歳と4か月の孫の成長も楽しみで

す。来年いつごろ歩けるようになる

でしょうかね。

　　　　　　　　　　　無

　　　　　　　　　　　事

　　　　　　　　　　更故

　　　　　　　　　　新無

　　　　　　　　　　で亀
　　　　　　　　　　　遅　　　　　　　　　　す反

小林金市さん　ね
（上新田1）昭和12年1月14日生まれ

　まずは無事故・無違反ですね。昭

和28年（16歳）に東京で免許を取っ

たんですよ。平成6年に40年表彰、

7年9月には全日本交通安全協会か

ら交通栄誉章緑十字銅章をいただき
　　　　　　けが
ました。これを汚しちゃね。献血も

続けますよ。実は家内と結婚した昭

和36年に父親の手術で輸血の血液に

困ったんですよ。献血は健康チェッ

クにもいいですね。

2



一
度
は

イ
タ
リ
ア
に

行
っ
て
み
た

高橋美緒ちゃんい
（妻有町東1）昭和60年H月26日生まれ

　学校のクラブと地域のチームでク

ロカンを週4回やっています。1秒

でもタイムを縮めるようがんばりま

す。それと学校では、アドゥアさん

（イタリアからの国際交流員）から

イタリア語を習っています。どんど

ん覚えて、一度イタリアに行ってみ

たいんです。来年は6年生、下の学

年はかわいいし、やさしく面倒を見

てやりたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　中

　　　　　　　　　　　陸学

　　　　　　　　　　　上に

　　　　　　　　　入部行
　　　　　　　　　りにつ
　　　　　　　　　ま　た

綱　陽介くんす　ら
（上新田3）昭和60年1月30日生まれ

　卓球クラブに入っています。小学

校もあと3か月。がんばって練習し
　　　　　　　まさひろ
て、同じクラブの多広くんに一度勝

ちたいな。スポーツが好きで、特に

長距離は得意です。マラソン大会で

は、1年生の時から5位より下にな

ったことがありません。今年の校内

マラソン大会でも1位だったんだ。

4月からは中学生、陸上部に入って

長距離をがんばります。

全
国
大
会
で

　
金
賞
を

　
目
指
し
ま

和田　愛ちゃんす
（中条上町）昭和60年5月29日生まれ

　リ白一ダークラブに入っています。

12月8日に長岡市立劇場で行われた

「新潟県リコーダーコンテスト」で、

中条小学校が金賞になりました。来

年は東京で全国大会があります。が

んばって金賞を取りたいと思います。

また、児童会では放送委員会に入っ

ています。4月からは最上級生、下

の子供たちの模範になるようがんば

ります。

　　　　　　　　　もっと自分に

　　　　　　　　　　　　厳しくありたい
　　　　　　　　　　　　ひろ　き
　　　　　　　　　羽鳥洋喜さん
　　　　　　　　　（本町7－2）昭和48年4月24日生まれ

　　　　　　　　　　小学校3年生から始めた野球を、
　　　馨灘灘轡苫
　　　　　　　　　今でも続けています。今年は、都

市対抗野球の県大会で優勝しました。2年前の青年大会

全国優勝以来の感激を味わった年です。野球は一生続け

ていきたい自分の趣味であり、スポーツです。来年は、

自分に対してもっと厳しくありたいと考えています。最

近どうも自分に甘いような気がして。

早めに男の子も
　　　　　一人は欲しい

田村美香さん
（上田原）昭和48年1月8目生まれ

　21歳で結婚し、年子の女の子が

います。来年は？ですが、男の子

も一人は欲しいですね。今年は子供たちが風邪をひいた

りして入退院を繰り返しました。来年は皆が健康であり

たいと願っています。また、スキーやボーリングなど、

主人と一緒にやってきたスポーツも始めたいと思います。

でも、子供が小さいのでちょっと無理かな。

　　　　　　　　　　　　家

　　　　　　　　　　　　族

　　　　　　　　　　いの
　　　　　　　　　　つ思

　　　　　　　　　　ぱい
　　　　　　　　　　い出

山ロ栄美子さん　1こ

（稲荷町1）昭和36年4月3日生まれ

　33歳の厄年の時は、いろんなこと

があったんですよ。「厄年だから」な

んて友達とも話していたんです。今

は家庭も仕事も充実していますので、

この調子が続くようにがんばらなく

ちゃ。3人の子供たちと冬はスキー、

夏はキャンプや海水浴に行ったりし

て楽しい思い出をたくさん作りたい

と思っています。主人も丑年なんで

すよ。

　　　　　　　　　　　　子

　　　　　　　　　　　　供

　　　　　　　　　　妻た

　　　　　　　　　　のち

　　　　　　　　　　実と

上村一浩さん　に
（土市2）昭和36年1月20日生まれ

　私（看護士）も妻（看護婦）も夜

勤があるので、母には苦労をかけて

いるんですよ。この仕事は姉2人が

看護婦なもんですから、その影響を

受けたのかもしれませんね。妻の実

家が岩手ですので、2人の休みをや

り繰りして毎年8月に旅行気分で出

かけるんです。1歳ずつ成長した3

人の子供たちの姿を見せに行くのを

今から楽しみにしているんですよ。

福崎正子さん
（田麦）昭和24年7月27目生まれ

　再来年は長男が専門学校卒業、長

女が高校に、次女が中学校に入学し

ます。節目の年ですから今から家族

旅行の計画を立てたいと思っている

んです。まだ先の話ですから鬼が笑

うかも知れませんね。子育てをしな

がら手描きの内職をしてきました。

きものの町なんですから、“きもの。

にとっても良い年になればと思って

います。

家
族
旅
行
の

　
　
計
画
の
年
に

3　　平成8年12月25日号



●

畢
め
皐
め
の
雪
下
ろ
し
を

　
今
年
も
ま
た
、
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
地
震
に

備
え
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雪
下
ろ

し
や
除
雪
作
業
時
の
事
故
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
屋
根
の

雪
を
道
路
に
投
げ
捨
て
た
り
、
駐
車
禁
止
の
除
雪
道
路
に
車
を
止
め
た

り
す
る
禁
止
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

雪
下
ろ
し
で
の

　
転
落
や
投
雪
に
注
意

　
屋
根
の
雪
を
道
路
に
投
げ
捨
て
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
む

を
得
ず
道
路
に
投
げ
捨
て
た
時
は
、

速
や
か
に
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
投
雪
の
際
は
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
配

管
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
市
内
で
は
、
雪
下
ろ
し
中
の

転
落
事
故
が
6
件
発
生
し
ま
し
た
。

作
業
中
は
「
足
元
の
安
全
」
を
確
か

め
、
過
労
な
ど
に
も
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

路
上
に
駐
車
を
し
な
い

　
除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
除

雪
作
業
の
支
障
に
な
る
の
で
、
絶
対

に
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
運
転
者
は
、
歩
行
者
へ
の
水
は
ね

を
し
な
い
よ
う
、
安
全
運
転
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
踏
切
り
で

の
事
故
防
止
に
も
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。

讐
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
奪
、
翻
灘
鵜

鮮

黒
＼
、

藩
欝

継

く
華

　
　
羅
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
鍵
．
　
　
　
　
　
、
漁
　
畷
　
　
　
　
触

　
　
　
煕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

必
ず
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
除
雪
作
業
を
す
る
時
は
、
必

ず
誘
導
員
を
付
け
、
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
防
小
屋

や
消
火
栓
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の

前
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

非
常
ロ
の
確
保
と

幼
児
や
高
齢
者
に
配
慮
を

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
て
、

自
宅
の
非
常
口
を
確
保
し
た
り
、
町

内
の
防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
除
雪
を

　
　
　
　
　
　
　
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

騨㌦
　鍵

徽騙　騨鱗徽雛
　　　　輪

灘
騨

髭
・
擁
，

　
　
　
　
　
㎜

励
行
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

家
の
周
り
の
雪
壁
の
崩
壊
や
消
雪

池
・
流
雪
溝
な
ど
へ
の
転
落
に
よ
る

事
故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

幼
児
や
高
齢
者
に
は
、
十
分
気
を
付

け
る
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は

　
流
雪
溝
を
使
用
す
る
時
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
作
業
中
は
、
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開

　
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、

　
赤
い
布
な
ど
で
目
立
つ
よ
う
に
表

　
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
業

　
が
終
了
し
た
ら
速
や
か
に
ふ
た
を

　
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
ふ
た
に
付
け
て
あ
る
十
字
枠
は
、

　
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
外
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

③
流
雪
溝
の
投
雪
口
が
、
道
路
の
中

　
央
に
設
置
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
り

　
ま
す
。
交
通
の
支
障
に
な
り
危
険

　
で
す
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。
や
む
を
得
ず
使
用
す
る
時

　
は
、
誘
導
員
を
置
い
て
作
業
し
て

　
く
だ
さ
い
。



④
中
小
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
、

　
水
上
が
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

　
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

国
・
県
道
の

　
　
消
雪
パ
イ
プ
の
使
用

　
昨
年
か
ら
国
・
県
道
の
消
雪
パ
イ

プ
が
、
す
べ
て
第
2
融
雪
電
力
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
2
4
時
間
使
用
で
き
た
所
も
、

比
較
的
気
温
の
高
い
午
後
2
時
か
ら

3
時
と
午
後
4
時
か
ら
5
時
の
間
、

運
転
が
休
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
朝

の
通
勤
・
通
学
者
を
水
は
ね
か
ら
守

る
た
め
、
午
前
7
時
か
ら
8
時
の
間
、

運
転
が
休
止
さ
れ
ま
す
。

な
だ
れ
に
注
意
を

　
市
内
に
は
、
1
4
7
か
所
の
な
だ

れ
危
険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
危
険
に

な
る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
行
の

際
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
な
だ
れ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

や
発
生
し
た
場
合
は
、
雪
害
対
策
室

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
み
を
捨
て
な
い
で

　
春
先
、
除
雪
の
雪
に
混
じ
っ
て
飛

ば
さ
れ
た
空
き
缶
な
ど
が
た
く
さ
ん

出
ま
す
。
田
畑
の
耕
作
者
に
大
変
な

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
危
険
で

す
。
絶
対
に
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
指
定
袋
」
以
外
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
と
収
集
さ
れ
ず
路
上

に
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
除

雪
作
業
の
支
障
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
み
は
必
ず
「
指
定
袋
」
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

小
型
除
雪
機
の

　
　
　
　
　
事
故
防
止
を

　
小
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
毎
年

多
発
し
て
い
ま
す
。
回
転
羽
根
部
分

に
雪
が
詰
ま
っ
た
時
な
ど
に
は
、
必

ず
機
械
を
停
止
さ
せ
て
か
ら
取
り
除

く
な
ど
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
交
通
規
制
区
間

　
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
市
街
地
臨
時
交
通
規
制
図
V

」長野→」』劃］一幽
本
町
5

稲
荷
町

駅　　　　　　　　高

通　　　　　　　　田

％

昭和町 昭和町　　町

十日町駅

本町西線　　　　　「「　　　　　　　本町西線　　　　　「
　囮一方通行もしくは交通止め箇所

※
規
制
は
、
降
雪
・
積
雪
の
状
況
に

よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
だ
け
で
な
く
、
ほ
か

の
地
域
で
も
状
況
に
よ
り
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

藁北電力・NT「rから

　　　　　　お願いし蒙ず
　ヌ
◆屋根の雪下ろしをする時には、電

　線や電話線に雪を当てないように

　注意してください。

◆ロータリー除雪車などで除雪作業

　をする人は、電線や電話線の方に

　雪を飛ばさないようにしてくださ

　い。また、除雪車を電柱や支線に

接触させないように注意してくだ

　さい。

◆変圧器や電線に触れると感電する

恐れがあります。電線が切れて道

路などに落ちていた時は、絶対に

　さわらないでください。また、見

　つけた時は、至急東北電力までお

知らせください。

＼＿，翻

　、鮮漏
，
．

～
あ
，
ぺ
蟄

ヘ
ヘ

■東北電力㈱十日町営業所

　　　　　　　　　　盈52－3107
■N　T　T長岡支店・

六日町地区通信線路設備担当

　　　　　盈0257－70－9311

　
5
6
・
5
9
豪
雪
以
来
、
大
雪
に
見
舞

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
市
内
で
し
た
が
、

昨
年
は
久
し
ぶ
り
の
大
雪
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
の
大
雪
は
1
1
7
号
の

大
渋
滞
や
屋
根
雪
処
理
な
ど
、
様
々

な
面
で
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
支

障
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
年
の
雪
の
量
は
、
だ
れ
も
推

測
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
今
年
も
大
雪

に
な
っ
た
場
合
、
次
の
点
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
除
雪
路
線
の
優
先
順
位

　
ど
か
雪
の
場
合
、
次
の
優
先
順
位

で
道
路
確
保
を
し
ま
す
。

①
国
道
1
1
7
号
（
水
沢
～
下
条
問
）

②
国
道
2
5
3
号

③
国
道
2
5
2
号

④
十
日
町
停
車
場
線

■
ダ
ン
プ
排
雪

　
ど
か
雪
で
、
計
画
的
な
ダ
ン
プ
排

雪
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
町
内
の

代
表
者
に
文
書
で
連
絡
を
し
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
排
雪
費
用
の
負
担

②
雪
下
ろ
し
の
指
定
日
順
守

③
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
な

　
雪
下
ろ
し

※
地
下
水
は
有
限
で
す
。
消
雪
パ
イ

　
プ
の
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
な
ど
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
道
路
面
に
穴
な
ど
を
見
つ
け
た
ら

　
す
ぐ
に
建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

【
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

◆
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室

　
（
雪
害
対
策
室
　
市
役
所
2
階
）

　
姪
5
7
1
3
1
1
1
内
線
胴
・
躍
ま

　
た
は
除
雪
セ
ン
タ
ー
（
下
島
）
暦

　
5
7
1
2
8
9
4
へ
。

平成8年12月25日号6



◎㊤

「蕾華あ舞・摩天の楼閣」

融…

　
1
2
月
2
日
㈲
の
雪
ま
つ
り
事
務
局

の
開
設
に
続
き
、
1
4
日
㈹
に
は
ク
ロ

ス
ー
0
で
雪
ま
つ
り
財
務
委
員
会
、
実

行
委
員
会
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
相
次

い
で
開
催
さ
れ
、
第
4
8
回
雪
ま
つ
り実行委員会に実施計画案を提案

実
施
に
向
け
て
の
活
動
が
本
格
的
に

な
り
ま
し
た
。

　
財
務
委
員
会
で
は
、
昨
年
同
様
景

気
の
低
迷
が
続
く
中
で
、
最
大
限
の

協
賛
が
い
た
だ
け
る
よ
う
審
議
が
な

ゑ　き　　　ド　　ロ　ド　ねヤ　　ロ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヂ　ちコ

ビンゴゲームで盛り上がるプレイベント

グッチ裕三鈴木蘭々

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
行
委
員
会

で
は
実
施
計
画
案
が
各
部
会
長
か
ら

提
案
さ
れ
、
金
曜
日
の
夜
の
開
会
式

で
正
式
に
3
日
間
開
催
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
や
、
雪
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
の
名
称

「
雪
華
の
舞
、
摩
天
の
楼
閣
」
や
鈴

木
蘭
々
さ
ん
、
グ
ッ
チ
裕
三
さ
ん
の

出
演
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
キ
リ
ン
生
ビ
ー
ル
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ガ
ー
ル
米
倉
涼
子
さ
ん
と
ミ
ス

雪
ま
つ
り
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
第
4
8
回
に
向
け

て
の
華
や
か
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
1
千
万
㎡
の
ビ
ッ
グ
ゲ
レ
ン
デ
を

誇
る
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
、
当
間
ゲ

レ
ン
デ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

冬
の
健
康
管
理
と
体
力
増
進
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
問
ナ
イ
タ

ー
（
午
後
9
時
ま
で
）
も
例
年
通
り

営
業
し
て
い
ま
す
。

〈
格
安
な
日
帰
り
パ
ッ
ク
〉

　
リ
フ
ト
一
日
券
、
ラ
ン
チ
券
、
ド

リ
ン
ク
券
、
さ
ら
に
駐
車
場
が
無
料

に
な
っ
て
4
千
5
百
円
で
す
。

◆
券
販
売
所
　
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ

難灘麟…癬
：．駕轍麓羅蝦

”騨年’

　，く鰍

灘
翻
轍、一占

》、鋳難、・，鍵

店
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

〈
無
料
送
迎
バ
ス
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

驚
圏
瞬
　
　
幾
　
　
　
幾
　
　
　
　
畿
國
購

駅
繭
瀦
謙
ー
場
窯
幾
－
場
駅
渤

　
一
3
↓
8
一

　
H
3
↓
1
H

◆
運
行
日
　
1
2
月
21
日
㈹
～
1
月
5

　
日
㈲
ま
で
は
連
続
運
行
。
1
月
6

　
日
㈲
以
降
は
毎
月
第
2
・
第
4
土

曜
日
、
祝
祭
日
に
運
行
し
ま
す
。

〈
今
シ
ー
ズ
ン
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
〉

＊
1
月
1
日
（
元
旦
）

　
当
間
お
正
月
イ
ベ
ン
ト

＊
2
月
1
6
日
㈲

　
犬
ぞ
り
フ
ェ
ス
タ
㎞
十
日
町
雪
ま
つ
り

＊
2
月
2
0
日
㈱

　
第
1
回
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ

＊
3
月
6
日
㈲

　
第
2
回
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ

＊
3
月
2
0
日
（
春
分
の
日
）

　
当
問
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

＊
3
月
2
2
日
ω

　
当
間
力
ー
ニ
バ
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
上
越
国
際
当
問
ス

　
キ
ー
場
（
盈
5
8
－
3
2
9
1
）

　　　　　　　　雛　　　　　　　鱒
　　　灘
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雪
の
芸
術
作
品
募
集

　
前
回
は
市
内
で
8
0
点
の
雪
像
が
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
雪
像
制
作

に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容
芸
術
部
門
芸
術
作

　
品
と
し
て
、
芸
術
展
審
査
を
目
的お客様をうならせた芸術作品

雪
ま
つ
り
記
念

缶
ビ
ー
ル
発
売
中

　
雪
ま
つ
り
記
念
缶
ビ
ー
ル
を

市
内
酒
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

雪
像
制
作
の
陣
中
見
舞
や
新
年

会
の
席
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　一il

　猟然
瀦懸　 鑓i　　湊

　
に
制
作
さ
れ
る
作
品
。
特
別
部
門

純
然
た
る
芸
術
作
品
と
し
て
の
観

賞
を
目
的
と
し
な
い
作
品
。
学
童

部
門
　
児
童
・
生
徒
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
作
品
の
3
部
門
で
す
。

■
申
込
方
法
　
出
品
申
込
書
（
事
務

局
に
あ
り
ま
す
）
を
記
入
し
、
1

月
1
5
日
㈱
ま
で
に
事
務
局
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
ガ
イ
ド
募
集

　
市
民
手
作
り
の
雪
ま
つ
り
を
P
R

す
る
た
め
、
一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
り
ま
す
。

■
期
　
間
　
2
月
1
5
日
ω
午
後
－
時

　
～
7
時
　
1
6
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分

　
～
午
後
3
時

穫
§

　
　
轡

クロス10で
販売しています

撫

お客様から好評だったボランティアガイド

■
募
集
人
員
　
両
日
と
も
1
0
人
程
度

■
内
　
容
　
市
内
各
所
の
催
し
も
の

や
交
通
等
の
案
内

■
申
込
方
法
　
1
月
3
0
日
㈲
ま
で
に

事
務
局
へ
電
話
で
。

■
そ
の
他
　
事
前
に
勉
強
会
が
あ
り

ま
す
。

ぼ
く
を
捜
し
に
き
て
ね

　
～
ネ
ー
ジ
ュ
グ
ッ
ズ
好
評
販
売
中
～

　　　1、繍劇匪

襯鑑
　馳馬A尉Aζ卿
　　引Ψ》
　田層◎A黛森

1（1；

騰

キーホルダー

Tシャツ

擬鍵
欝
噸

ぬいぐるみ

マグカツプ

ステッカー

　
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
協

議
会
で
は
、
今
年
7
月
以
来
、
大
勢

の
方
か
ら
お
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
当
地
域
を

外
部
へ
P
R
す
る
た
め
の
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
（
実
験
版
）
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
地
域
外

の
方
か
ら
「
十
日
町
」
を
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
十
日
町
の
代
表
的
な

も
の
を
素
材
に
作
成
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
地
域
外
の
知
人
の
方
々

に
も
U
R
L
（
ア
ド
レ
ス
）
な
ど
の

P
R
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

全
国
に
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
調
査
は
、

回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
、
地
域
や
企
業
を
P
R
す
る
た
め

の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や
小
物
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
付
け
て
実
施
し
ま
す
。

企
業
、
商
店
、
団
体
な
ど
の
名
称
が

入
っ
た
も
の
を
ぜ
ひ
ご
寄
贈
い
た
だ

き
た
く
合
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
協

　
議
会
（
事
務
局
“
十
日
町
ソ
フ
ト

　
開
発
㈱
　
盈
5
7
1
9
1
2
1
・
F

　
A
X
5
0
1
1
3
0
0
）

しもう
をお楽しみくだ
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TOKAMACHI
まちの声　みんなの声や

め
て
ほ
し
い
…
そ
の
1

華
美
な
冠

　
お
ま
ち
し
て
ま
す
「
暖
和
室
」
に

お
い
で
い
た
だ
い
た
方
の
ご
意
見
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
、
当
事
者
は
「
で

き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
や
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
重
箱
と
か
敷
布
、

毛
布
な
ど
を
引
出
物
と
し
て
出
席
者

に
付
け
て
い
ま
す
が
、
も
ら
っ
た
人

も
保
管
場
所
に
困
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
分
の
お
金
を
福
祉
事
業
に
寄
付
し

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
な
ど

か
ら
来
て
く
れ
た
人
は
、
砂
糖
な
ど

も
ら
っ
て
も
、
持
て
余
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
少
し
な
ん
と
か
で
き
な
い
か

と
、
婦
人
会
な
ど
で
も
運
動
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
段
々
だ

ら
だ
ら
し
、
商
売
を
や
ら
れ
て
い
る

方
が
勧
め
る
も
の
で
、
華
美
に
な
り

過
ぎ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

　　　　　　　●
今月のテーマは、「こんなことやめて

ほしい」です。

婚
葬
祭

　　「私たちの地域の小正月行事」

　地域全体で行う行事だけでなく、一

家庭の特色ある楽しみかた、何でも結

構です。ぜひお寄せください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　1月10日樹までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　盈57－3111内線213）

ま
す
。
そ
う
い
う
風
習
は
打
ち
切
っ

て
、
福
祉
な
ど
に
寄
付
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

　
市
報
の
「
寄
付
あ
り
が
と
う
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
見
て
い
る
と
、
香
典
返

し
に
う
ん
万
円
と
か
載
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
と
大
き
く

取
り
扱
っ
て
く
れ
れ
ば
、
華
美
な
葬

祭
も
自
粛
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
広
聴
係
に
お
い
で
い

た
だ
い
た
主
婦
の
方
の
ご
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。

　
冠
婚
葬
祭
が
華
美
に
な
り
過
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
。
特
に
葬
式
の
料
理
は

鯛
が
付
か
な
い
だ
け
で
、
結
婚
式
の

料
理
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

当
事
者
の
方
の
「
故
人
に
対
し
て
、

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
華
美
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。

　
か
と
い
っ
て
、
ほ
か
の
方
と
同
じ

よ
う
な
料
理
や
同
じ
く
ら
い
の
金
額

の
引
出
物
を
付
け
な
い
と
、
影
で
何

を
言
わ
れ
る
か
不
安
で
、
結
局
、
仕

方
な
し
に
華
美
に
な
っ
て
し
ま
う
の

が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
止

め
た
い
と
考
え
て
い
て
も
コ
番
最

初
に
止
め
た
」
と
言
わ
れ
る
の
は
嫌

で
す
。
だ
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
も
、
い
ざ
と
な
れ
ば
、
商
売
の
人

に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
華
美
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

⑨

．灘募響
　　いちぱんいいて

㌦

東京都目黒区4－32－8（市内宮下西出身・49歳）

根津基実子さん
（大好き十日町会会員）

　
十
日
町
小
学
校
4
年
2
組
の
担
任
の
小
海
先

生
と
高
知
県
夜
須
小
学
校
5
年
の
担
任
の
池
知

先
生
が
知
り
合
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た
ち

が
文
通
を
始
め
た
の
は
今
か
ら
4
0
年
近
く
も
前

の
こ
と
で
す
。
あ
の
こ
ろ
の
十
日
町
で
は
、
お

盆
に
し
か
口
に
で
き
な
か
っ
た
西
瓜
が
6
月
に

届
い
た
の
で
す
か
ら
、
大
騒
ぎ
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
声
の
た
よ
り
の
交
換
も
し
ま
し
た
。
現

在
の
よ
う
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
各
家
庭
に

な
い
時
代
、
放
送
室
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、

各
お
相
手
に
一
言
呼
び
掛
け
た
の
で
す
。

　
一
昨
年
、
卒
業
3
5
周
年
の
ク
ラ
ス
会
に
先
生

が
そ
の
テ
ー
プ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
り
、
皆
で

10

歳
の
か
わ
い
い
声
に
気
恥
ず
か
し
く
、
ま
た

楽
し
み
な
が
ら
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
私
の
お
相
手
は
朋
子
さ
ん
。
結
婚
を
す
る
ま

で
文
通
が
続
き
ま
し
た
が
、
結
婚
後
は
雑
事
に

追
わ
れ
、
長
い
間
疎
遠
で
し
た
。
そ
の
彼
女
と

文
通
が
再
開
し
た
き
っ
か
け
が
、
一
昨
年
の
「
夜

須
町
に
竜
巻
」
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
薄
れ
か
け

た
住
所
に
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
葉
書
を
書
き
ま

す
と
、
し
ば
ら
く
し
て
返
事
が
来
ま
し
た
。

　
昨
年
の
選
挙
で
町
会
議
員
に
立
候
補
し
た
彼

女
の
当
選
を
祈
願
し
て
十
日
町
か
ら
「
天
神
離

子
」
を
、
昨
年
も
今
年
も
1
0
月
に
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
新
米
」
を
送
り
ど
れ
も
喜
ん
で
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ん
た
ん

ま
し
た
。
ま
た
、
彼
女
か
ら
も
文
旦
や
新
高
梨

が
送
ら
れ
、
南
の
香
り
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
当
選
し
て
、
家
事
に
商
売
、
寝
た
き

り
の
お
父
さ
ん
の
看
護
と
、
土
佐
の
ハ
チ
キ
ン

そ
の
も
の
の
毎
日
の
よ
う
で
す
。

　
「
働
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
十
日
町
へ
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
実
現
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
子
供
に
お
金
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
夜

須
の
何
人
か
で
雪
の
積
も
っ
た
十
日
町
に
ぜ
ひ

行
き
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
何
年
か
後
の

雪
ま
つ
り
に
十
日
町
と
夜
須
の
初
老
の
男
女
が

ホ
テ
ル
・
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
楽
し
く
会
話
し
て

い
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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や
め
て
ほ
し
い
…
そ
の
2

タ
バ
コ
と
空
缶
の
ポ
イ
捨
て

昨
年
、
市
長
へ
の
手
紙
で
、
「
く
わ

え
タ
バ
コ
で
街
を
歩
い
て
い
る
人
が

多
く
、
流
雪
溝
の
中
に
吸
い
殻
の
多

い
の
に
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
す
。
美

し
い
リ
ゾ
ー
ト
を
造
る
に
は
、
建
物

だ
け
で
な
く
汚
れ
て
い
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
タ
バ
コ
、
ガ
ム
、
空

缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
で
き
な
い
街

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
趣
旨
の

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
の
市
長
か
ら
の
回
答
は
、

「
吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
な
ど
は
、
一

人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
広
報
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
し
た
。

　
今
年
の
市
民
と
語
る
日
で
も
、
「
こ

れ
か
ら
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業
し
、
大

勢
の
お
客
様
が
市
街
地
に
お
い
で
い

た
だ
い
た
と
き
、
吸
い
殻
や
空
缶
が

と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
と
、
見
苦
し
い
と
思
い
ま
す
。
タ

バ
コ
や
空
缶
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
の
市
長
の
回
答
は
、
「
い

い
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
禁
止
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
で
も
問
題
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
十
日
町
市
環
境
保
全
条
例
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
ポ
イ
捨
て

禁
止
・
防
止
は
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
改
正
の
必
要
を
感
じ
、

7
月
に
7
人
の
ク
リ
ー
ン
十
日
町
推

進
懇
談
会
の
委
員
さ
ん
を
委
嘱
し
、

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
来

年
3
月
の
市
議
会
に
ポ
イ
捨
て
禁

止
・
防
止
の
条
例
を
提
案
す
る
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
条
例
を
改
正
し
、

ポ
イ
捨
て
禁
止
・
防
止
の
街
を
造
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
で

し
た
。

吉
蒼
矛
グ
企
ヴ
ー
4
⑳

由春は一生終わらないものだと思います。
目だって、高校を卒業して、自分の中では

大人になりきっていない…いつまでも自分は

変わらない、そんな感じを覚えるからです。

友　　達と旅行に行くのがすごく楽しみ。1年

　　に1回は行くんですよ。今年は初めて海

外へ、グアムに行きました。でも、温泉にの

んびりと浸かるのが一番好きなんです。特に

露天風呂が、山の景色を見ながら、温泉で汗

を流すのは最高ですね。この地域にはいっぱ

い良い温泉がありますよね。

仕謙轡皐妾鶏諦至辮詔
も好きです。普段は黙々と静かに仕事をして

いますが、人前で話ができる場があればいい

なと思います。高校卒業後、ずっとガソリン

スタンドで元気に声を出していたから、そう

思えるのかも。性格は一口で言うと明るいっ

てとこかな。

※市街地に緑がほしいと言う高橋さんの紹介で、

　次回は阿部恭之さんにバトンタッチ。

　　　　〆　　　皿畷　　　，｝　　　　鯉・、、・

ト　〆避〆
＼」9らら

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

智
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

ほ
く
ほ
く
線
の
P
R

ミ
ス
雪
ま
つ
り
も
お
手
伝
い

　
「
ほ
く
ほ
く
線
の
ダ
イ
ヤ
は
発

表
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
」
と
電
話

を
い
た
だ
い
た
の
は
発
表
当
日
の

こ
と
。
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
人
は
、
東
京
に

も
い
ま
す
。
本
庁
か
ら
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
情
報
が
到
着
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
最
近
、
時
刻
表
を
カ
バ
ン
の

中
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、
時
刻
表

を
前
に
し
て
の
話
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
一
味
違
っ
た
会
話
に
な
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
ま
で
新
聞
や
市
報

に
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
活
字
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
開
業
後
も

明
る
い
話
題
の
中
心
に
な
る
よ
う

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
H
月
下
旬
か
ら
1
2
月
初
旬
に
か

け
て
、
東
京
駅
で
新
潟
の
観
光
P

R
が
あ
り
、
そ
の
最
終
日
は
、
ほ

く
ほ
く
線
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
で
華

や
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の

中
心
に
な
っ
た
の
は
ミ
ス
雪
ま
つ

り
の
3
人
。
北
越
急
行
の
若
い
社

員
も
、
真
新
し
い
制
服
で
熱
心
に

P
R
し
て
い
ま
し
た
。

　
n
月
下
旬
は
、
来
年
度
の
国
家

予
算
の
編
成
に
向
け
、
全
国
大
会

や
陳
情
な
ど
の
た
め
、
全
国
の
自

治
体
が
東
京
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

好
ま
し
く
な
い
現
象
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
現
実
で
す
。
こ
の
よ

う
な
場
面
で
は
、
い
ず
れ
の
東
京

事
務
所
も
大
い
に
役
立
つ
よ
う
で
、

時
間
的
に
大
忙
し
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
て
き
た
1
2

月
中
旬
、
葛
飾
柴
又
の
「
ふ
る
さ

と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
メ
イ
ド
イ
ン

十
日
町
」
で
J
A
さ
ん
が
中
心
に

な
り
、
売
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
黒
沢
の
お
母
さ
ん
方
の
頑
張
り

で
、
大
い
に
売
り
上
げ
が
上
が
っ

た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幟
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　1月10日働

②交通事故相談　　　　1月13日（月）

③巡回内職相談　　　　1月17日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　1月9日㈲　高橋信行弁護士

　1月23日休）真野覚弁護士
　午前10時～午後3時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
児
童
扶
養
手
当
　
父
と
生
活
を
一
緒
に

し
て
い
な
い
児
童
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

手
当
は
、
1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
の
問
に
あ
る
児
童
を
養

育
・
監
護
す
る
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
支
給
要

件
に
該
当
し
て
か
ら
5
年
を
経
過
す
る
と

認
定
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
対
象
児
童
”
①
父

母
が
離
婚
し
た
児
童
②
父
が
遺
棄
、
死
亡

し
た
児
童
（
父
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り

年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
除
く
）
③
父

が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
児
童
④
父
が
い

な
い
未
婚
の
母
の
児
童
、
そ
の
他
、
父
が

生
死
不
明
の
児
童
、
父
が
拘
禁
中
の
児
童

等
。
た
だ
し
、
右
記
に
該
当
し
て
も
、
そ

の
児
童
の
母
親
が
事
実
婚
を
し
て
い
る
場

合
は
受
給
不
可
笏
所
得
制
限
H
母
、
養
育

者
等
の
所
得
に
よ
り
支
給
制
限
あ
り
笏
手

当
月
額
H
1
人
目
…
4
1
、
3
9
0
円
、

2
人
目
…
5
千
円
を
加
算
、
3
人
目
か
ら

は
、
1
人
増
す
ご
と
に
3
千
円
加
算
勿
間

合
せ
⊥
巾
民
課
年
金
係

◆
障
害
児
福
祉
手
当
　
2
0
歳
未
満
の
心
身

に
最
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
障

害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
笏
手
当
月
額
H

1
4
、
2
7
0
円
笏
問
合
せ
H
社
会
福
祉

事
務
所
援
護
係

◆
特
別
障
害
者
手
当
　
2
0
歳
以
上
の
心
身

に
最
重
度
の
障
害
を
二
つ
以
上
持
つ
在
宅

障
害
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
笏
手
当
月
額

H
2
6
、
2
3
0
円
笏
問
合
せ
“
社
会
福

祉
事
務
所
援
護
係

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
2
0
歳
未
満
で
心

身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害
を
持
つ
児

童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い
る
親
、
ま
た
は

養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
笏
手
当
月
額

H
1
級
…
5
0
、
3
5
0
円
、
2
級
…
3

3
、
5
3
0
円
笏
問
合
せ
H
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係

◆
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
　
6
か
月

以
上
ね
た
き
り
の
人
や
痴
呆
の
人
を
家
庭

で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
や
施
設
入
所
の
期
間
を
除

く
。
笏
手
当
月
額
H
5
千
円
笏
問
合
せ
H

社
会
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係

◆
重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

　
6
5
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者
を

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
笏
手
当
月
額
H
5
千
円
勿
間
合
せ
H

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

か
け
ま
せ
ん
か

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
1
月
1
6
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
～

11
時
3
0
分
霧
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

霧
問
合
せ
H
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係

ほ
く
ほ
く
線
の

　
　
　
電
車
模
型
を
展
示

　
3
月
2
2
日
ω
の
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
ま

羅騨騨
　
驚

磁
馨

◎

コ
ー
コ
ー

信
く
ほ
く
線
⑰

全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な

　
野
鳥
こ
け
し
づ
く
り

　
　
　
　
　
（
東
頸
城
郡
松
之
山
町
）

　
待
ち
に
待
っ
た
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
日
が
平
成
9
年
3
月
2
2
日
に
決
定

し
、
列
車
ダ
イ
ヤ
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
松
之
山
町
の
特
産
品
で

あ
る
「
野
鳥
こ
け
し
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
松
之
山
温
泉
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、
一
度
は
こ
の
か
わ
い
ら

し
い
「
野
鳥
こ
け
し
」
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
温
泉
街

の
お
土
産
品
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、
現
在
2
1
種
類
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
に
、
新
潟
県
の
鳥
『
ト
キ
』
や
町
の
鳥
『
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
』
な
ど
が
あ
り
、
特
に
『
ト
キ
』
や
『
キ
ジ
』
『
ウ
グ
イ
ス
』
『
メ
ジ
ロ
』

に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
野
鳥
こ
け
し
づ
く
り
は
、
昭
和
3
7
年
に
、
お
母
さ
ん
方
の
冬
期
間

の
内
職
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
野
鳥
の
宝
庫
松
之
山
な
ら
で
は
の

特
産
品
で
、
一
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
丹
念
に
作
ら
れ
る
そ
の
野
鳥
こ
け
し

か
ら
は
、
温
か
い
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
現
在
、
製
作
者
は
台
木
づ
く
り
も
含
め
て
2
8
人
。
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
実
演
販
売
と
し
て

積
極
的
に
参
加
し
、
観

光
松
之
山
の
P
R
に
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
も
唯
一
と
い

え
る
野
鳥
こ
け
し
づ
く

り
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら

も
守
り
、
継
承
し
て
い

き
た
い
と
関
係
者
は
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

難鱗
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で
あ
と
3
か
月
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
く
ほ

く
線
開
業
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

次
の
会
場
で
P
R
パ
ネ
ル
と
電
車
模
型
の

展
示
を
し
ま
す
。
家
族
や
知
人
友
人
と
お

誘
い
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

霧
展
示
期
間
・
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
1
月

2
日
㈲
～
5
日
㈲
）
、
市
役
所
ロ
ビ
⊥
－

月
6
日
㈲
～
1
0
日
働
）

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

笏
日
時
”
1
月
7
日
㈹
・
2
8
日
㈹
午
前
8

時
～
1
1
時
勿
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
電

話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
笏
間
合
せ
H
十

日
町
保
健
所
（
盈
5
7
－
2
4
0
0
）

◆
不
妊
に
関
す
る
相
談
・
指
導
　
勿
日
時

H
毎
週
火
曜
日
の
午
後
3
時
～
5
時
笏
場

所
“
新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院
産
婦
人

科
外
来
内
新
潟
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ

ー
笏
申
込
み
H
新
潟
大
学
医
学
部
産
科
婦

人
科
学
教
室
（
盈
幡
－
泌
1
2
1
8
4
）

へ
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
ま
で
の
間
に

事
前
に
申
し
込
む
こ
と

◆集宋・集始は馨み収集を休みます

12月3蝸㈹へ縫月3臼㈱ま響の間ご

み収集を休みます。12月28日㈹・30

日㈲は平常どお甑収集を行麟ます。

持ち込みをする場合は早めにお願恥

します。

笏聞合せ莚十圏町市川西町衛生施設

組合（盤52－3924）

◆
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
募
集
　
笏
募
集
人
員
目

1
人
（
男
女
不
問
）
笏
年
齢
H
1
8
歳
～
5
0

歳
笏
資
格
U
普
通
自
動
車
免
許
証
を
有
す

る
こ
と
笏
仕
事
の
内
容
H
乳
牛
の
搾
乳
、

給
餌
ほ
か
笏
待
遇
H
月
給
2
0
万
円
、
賞
与

％
か
月
、
通
勤
手
当
笏
勤
務
時
間
H
朝
晩

各
4
時
間
程
度
笏
休
日
H
月
6
日
、
お
盆
、

年
末
年
始
笏
問
合
せ
H
中
魚
沼
農
業
共
済

組
合
（
暦
52
1
2
2
6
4
）

◆
平
成
9
年
度
第
1
学
期
放
送
大
学
学
生

募
集
　
笏
募
集
す
る
学
生
の
種
類
H
①
選

科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
す
る
学
生
、
入

学
料
6
千
円
）
②
科
目
履
修
生
（
6
か
月

間
在
学
す
る
学
生
、
入
学
科
4
千
円
）
※

授
業
料
は
1
単
位
あ
た
り
4
千
円
勿
願
書

受
付
期
問
H
平
成
9
年
2
月
1
5
日
ω
ま
で

笏
問
合
せ
1
1
放
送
大
学
新
潟
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
（
暦
晒
1
㎜
1
2
6
5
1
）

◆
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
し
ま
す

　
十
日
町
地
区
雇
用
協
議
会
で
は
、
新
規

学
卒
者
や
U
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
と
し

た
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。

笏
規
格
目
A
4
サ
イ
ズ
、
1
事
業
所
1
ぺ

ー
ジ
（
写
真
2
枚
ま
で
）
2
色
刷
り
笏
費

用
H
新
規
一
1
万
7
千
円
、
継
続
一
1
万

6
千
円
笏
申
込
み
ほ
1
月
31
日
㈹
ま
で
に

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
（
智
5
7
1
2
4

0
7
）
ま
た
は
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

◆
冬
の
火
災
予
防
　
①
火
気
の
ま
わ
り
は

整
理
整
頓
す
る
②
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
・
移

動
時
は
消
火
を
確
認
す
る
③
ス
ト
ー
ブ
の

上
に
は
、
洗
濯
物
な
ど
を
干
さ
な
い
④
万

一
の
場
合
に
備
え
、
避
難
口
、
消
火
器
を

確
認
し
て
お
く

◆
平
成
9
年
消
防
出
初
式

〈平成9年消防出初式日程表〉

地　慶　名　1分國名〉 圖　　　　時 場　　　所

十日町（川治・四日町・吉田地区含む）

警備分団・本部分団・第1分団

第2分団・第3分団・第4分団
第5分団・第11分団・第12分団

1月5日（日）

　午前9時30分

昭和町1丁目

道路上及び

　市民会館

中　条　地　区　（第6分団） 1月19日（日）午後1時 中条小学校

飛　渡　地　区　（第7分団） 1月12日（日）午前9時 克雪センター

六　箇　地　区　（第8分団） 1月12日（日）午前10時 六箇小学校

下　条　地　区　（第13・14分団） 1月12日（日）午前10時 下条中学校

水沢地区　（第15・16・17分団） 1月12日（日）午前10時 水沢中学校

◆
小
型
特
殊
自
動
車
の
範
囲
が
変
わ
り
ま

す
。
い
ま
ま
で
㊤
特
↓
こ
れ
か
ら
㊥
特

　
平
成
9
年
1
月
1
日
か
ら
、
小
型
特
殊

自
動
車
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
こ
の

改
正
に
よ
り
す
で
に
大
型
特
殊
と
し
て
登

録
し
た
車
両
で
、
小
型
特
殊
に
な
る
場
合

は
す
で
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、
移
行
後
は
、

⑰

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
Q
＆
A

Q
1
　
近
く
の
町
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　
が
で
き
る
の
で
、
一
人
暮
ら
し

　
の
私
は
申
し
込
み
を
し
よ
う
と

　
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
入
居
中

　
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
は
、

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

A
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
、
高
齢
者
世

　
話
付
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

　
ン
グ
）
な
ど
の
入
居
者
も
在
宅

　
の
人
と
同
様
に
、
日
常
生
活
上

　
の
援
助
や
、
介
護
を
必
要
と
す

　
る
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
ホ
ー

　
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
等
、
外
部

　
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
2
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

　
入
院
し
て
い
ま
す
が
、
痴
呆
が

　
進
み
、
同
室
の
患
者
さ
ん
に
迷

　
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
付
添
が
で
き
る
身
近
な
人
が
い

　
な
い
の
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
を
病
院
に
派
遣
し
て
も
ら
え
な

　
い
で
し
ょ
う
か
？

A
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、

　
居
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と

　
が
原
則
で
す
。
し
た
が
っ
て
病

　
院
な
ど
利
用
者
の
家
庭
以
外
の

　
場
所
で
生
活
す
る
場
合
は
、
ホ

　
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
こ

　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

　
退
院
後
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
よ
う
、
退
院
準
備

　
の
た
め
に
（
掃
除
や
買
物
等
）

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
可

　
能
で
す
。

Q
3
　
我
家
は
、
7
5
歳
の
私
と
7
3

　
歳
の
妻
の
二
人
暮
ら
し
で
す
。

　
元
気
で
毎
日
の
暮
ら
し
に
は
困

　
り
ま
せ
ん
が
、
冬
の
雪
下
ろ
し

　
は
危
な
い
か
ら
も
う
や
め
よ
う

　
と
思
う
し
、
妻
も
大
根
や
野
沢

　
菜
漬
け
を
し
て
娘
に
送
る
の
を

　
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
容
易

　
で
な
い
ら
し
い
。
こ
う
い
う
時
、

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
手
伝

　
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ

　
ス
内
容
は
、
高
齢
者
の
生
活
に

　
必
要
な
介
護
、
家
事
、
相
談
助

　
言
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
直
接

　
必
要
な
こ
と
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
ご
質
問
に
あ
る
よ

　
う
な
こ
と
や
、
庭
の
草
取
り
、

　
大
掃
除
、
そ
の
世
帯
の
生
産
活

　
動
（
田
畑
の
耕
作
等
）
に
か
か

　
る
業
務
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

　
ー
ビ
ス
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
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警〈規格改正の変更点〉　團部が今回改正音区分し縷罷鱗

参　　　　 長さ　幅　高さ最高速度原動機総排気量　税動新象資
す　　　　（m）　（m）　（m）（km／h）（1ノット辺レ）　務車規に産
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課のになの
糾日一律に規定4・賀下L賀下2・俊下15以下1．5以下　藻鵠跨

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式にさす扱

羅灘業嬰制限麟撫制限なし35未麟励し齢馨轟1
＿新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請ま人おら
袋罎灘4・賀下L賀下2・蟹下15以下制限なし身離藷
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　で小月動
場※農耕作業用自動車とは、車体形状がr農耕トラクター、刈取脱穀　だ’型1車
合作業車又は農業用薬剤散布車」に該当する自動車です。　　さ市特日税

長さ

（m）
幅
（m）

高さ

（m）

最高速度

（km／h）

原動機総排気量

（1ノツトル）

旧 一律に規定
4．70
　以下

1．70

　以下
2．00

　以下
15以下 1．5以下

農耕作業用

自動車　※
制限なし 制限なし 制限なし 35未満 制限なし

新
上記以外の

特殊自動車
4．70
　以下

1．70

　以下

2．80
　以下

15以下 制限なし

は
代
理
の
印
鑑
も
必
要
）
②
自
賠
責
保
険

証
（
農
耕
作
業
用
自
動
車
以
外
）
③
カ
タ

ロ
グ
笏
問
合
せ
H
税
務
課
資
産
税
係

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
基
礎
ス
キ
ー
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト
〉

笏
期
日
“
1
月
2
6
日
・
2
月
9
日
・
3
月

9
日
の
各
日
曜
日
午
前
9
時
～
の
場
所
“

上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
笏
受
検
料
H
1

級
“
6
千
5
百
円
、
2
級
”
6
千
円
、
3

級
“
4
千
2
百
円
（
事
前
講
習
・
公
認
料

含
む
）
※
1
・
2
級
受
検
者
は
必
ず
前
日

の
事
前
講
習
を
受
講
の
こ
と
笏
申
込
み
”

検
定
日
5
日
前
ま
で
に
上
越
国
際
当
間
ス

キ
ー
場
（
智
5
8
－
3
2
9
1
）

〈
基
礎
ス
キ
ー
講
習
会
〉

移
日
時
H
1
月
1
9
日
・
2
月
2
3
日
・
3
月

2
日
の
各
日
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
～
（
受

付
は
8
時
3
0
分
～
）
笏
場
所
H
上
越
国
際

当
間
ス
キ
ー
場
笏
受
講
料
H
2
千
円
（
リ

フ
ト
代
は
別
料
金
）
吻
申
込
み
H
上
越
国

際
当
間
ス
キ
ー
場

〈
当
間
ナ
イ
タ
ー
講
習
会
〉

傷
日
時
”
1
月
7
日
～
3
月
4
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
7
時
～
9
時
磁
場
所
”
上
越

国
際
当
間
ス
キ
ー
場
窃
参
加
費
“
千
円

（
リ
フ
ト
代
は
別
料
金
）
⑫
申
込
み
“
上

越
国
際
当
問
ス
キ
ー
場

〈
ス
イ
、
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
新
春
初
泳
ぎ
〉

修
目
時
H
1
月
5
日
㈲
午
後
1
時
～
4
時

笏
場
所
“
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
纏
料
金
H
無
料
の
申
込
み
H

体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智

58
1
3
3
4
3
）
※
一
般
開
放
（
有
料
）

は
1
月
1
2
日
㈲
∵
1
9
日
㈲㍉

，

へ
）．

、
♂
●

＝

〈家族全員で交通安全を誓いましょう》

冬道を安全に走行しましょう

　　　　　“急”のつく運転は危険です。

　冬の圧雪路や凍結路は、乾燥路に比べて

4～8倍滑りやすくなっています。また交

通量の多い市街地や交差点の凍結路はつる

つるになることがあり、さらに滑りやすく

なります。急転回、急加速、急制動等を避

け、安全運転に努めましょう。

11月中の交通事故発生状況　　（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数

8年 27（225） 28（262） 1（4）
十日町市

7年 29（187） 31（211） 0（5）

　　　　【安全運転のポイント】

◎発進時＝アクセルの踏み込はゆっくりと

　　　　　慎重に

◎走行中＝加速・減速はゆるやかに

◎制動時＝ブレーキは柔らかく、タイヤを

　　　　　ロックさせない
【特にスリップ事故が発生しやすい場所】

①カーブや交差点付近　　②下り坂

③橋の上やトンネルの出入口

⑤濡れた路面の日陰部分

シートベルトを正しく着用しましょう

●
年
末
年
始
も
運
動
不
足
を

　
　
　
　
　
　
解
消
し
ま
し
ょ
う

　
時
節
柄
、
つ
い
つ
い
暴
飲
暴
食

が
重
な
り
、
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
な
時
期
で
す
。

　
お
腹
な
ど
の
内
蔵
に
脂
肪
が
つ

い
て
多
く
な
っ
て
し
ま
う
と
糖
尿

病
や
高
脂
血
症
、
心
臓
病
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
成
人
病
の
引
き
金
に
な

り
ま
す
。

　
お
腹
ま
わ
り
が
ダ
ブ
つ
き
始
め

た
ら
内
臓
に
脂
肪
が
つ
き
始
め
た

シ
グ
ナ
ル
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
余
分
な
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
方

法
は
、
体
を
動
か
し
て
運
動
す
る

こ
と
で
す
。

戴

”
、
、

●
一
週
間
で
あ
と
1
0
0
0
㎞
の

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
目
標
に
…

　
体
力
を
維
持
し
健
康
を
保
つ
た

め
に
は
、
一
日
に
3
0
0
㎞
を
運

動
で
消
費
す
る
必
要
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
週
間

に
約
2
0
0
0
㎞
以
上
の
運
動
を

し
よ
う
と
の
目
標
が
た
て
ら
れ
ま

す
。　

一
般
的
に
は
、
通
常
の
生
活
で

は
一
日
に
約
1
5
0
㎞
消
費
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

と
1
5
0
㎞
を
意
識
的
に
消
費
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
週
間
で

あ
と
約
1
、
0
0
0
㎞
で
す
。

　
歩
く
こ
と
は
3
0
歩
で
約
1
㎞
を

消
費
す
る
運
動
で
、
1
分
で
1
0

0
歩
と
す
る
と
一
日
に
3
0
分
だ
け

多
く
歩
い
た
か
歩
か
な
か
っ
た
か

で
、
約
1
0
0
㎞
の
違
い
が
で
ま

す
。

●
歩
く
か
わ
り
に
こ
ま
め
に

　
　
　
　
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　
こ
ま
め
に
一
日
3
0
分
ぶ
ん
、
歩

く
か
わ
り
の
運
動
を
。

・
窓
ふ
き
、
床
ふ
き
は
、
普
通
の

　
歩
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

・
は
き
掃
除
は
、
速
歩
き
の
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
消
費

・
階
段
昇
降
は
、
急
歩
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費

・
雪
か
き
は
、
遅
め
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
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よ
く
噛
む
こ
と
の
す
す
め

　
昔
か
ら
ご
飯
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
噛
む
と
い

う
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

①
よ
く
噛
む
こ
と
で
、
食
物
は
細
か
く

砕
か
れ
、
唾
液
と
よ
く
混
ざ
り
合
い
、
消

化
吸
収
を
助
け
ま
す
。
②
唾
液
と
よ
く
混

ざ
り
合
う
こ
と
で
、
食
物
の
中
に
入
っ
て

い
る
有
害
物
質
が
、
唾
液
の
酵
素
で
打
ち

消
さ
れ
ま
す
。
③
よ
く
噛
む
こ
と
で
、
同

じ
量
を
食
べ
て
も
満
腹
感
を
覚
え
、
肥
満

防
止
に
な
り
ま
す
。
④
噛
む
運
動
は
脳
へ

行
く
血
管
を
刺
激
し
、
脳
内
血
流
の
循
環

を
よ
く
す
る
ば
か
り
か
、
噛
む
刺
激
そ
の

も
の
が
脳
の
活
動
を
活
発
に
し
ま
す
。

　
一
口
3
0
回
噛
む
こ
と
が
、
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
飲
み
込
む
前
に
、
も
う
1
0
回

か
み
ま
し
ょ
う
。

噛
め
な
い
子
供
が
増
加

　
食
事
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
1
回
か

2
回
噛
ん
だ
だ
け
で
飲
み
込
ん
で
し
ま
う

子
供
が
目
に
付
き
ま
す
。
噛
み
に
く
い
食

べ
物
は
、
水
や
牛
乳
で
飲
み
込
ん
で
し
ま

う
か
、
口
か
ら
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ご

　
し
っ
か
り
噛
ま
な
い
と
顎
の
成
長
が
遅

れ
、
歯
並
び
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

脳
へ
の
生
理
的
な
刺
激
が
不
足
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
注
意

し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
噛
ん
で
ボ
ケ
防
止

　
人
が
物
を
噛
む
と
き
、
耳
の
少
し
前
に

あ
る
あ
ご
の
関
節
を
使
い
ま
す
。
こ
の
関

節
の
少
し
前
を
、
脳
へ
血
液
を
送
る
太
い

血
管
が
通
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
噛
む

こ
と
で
こ
の
血
管
が
刺
激
さ
れ
、
脳
の
血

液
循
環
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
ボ
ケ
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
噛
む
と
言
う
刺
激
そ
の
も
の
が

脳
を
直
接
刺
激
す
る
の
で
、
一
食
で
何
百

回
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
し
っ

か
り
噛
ん
で
お
い
し
く
食
事
が
で
き
れ
ば
、

舌
を
介
し
て
味
覚
が
働
き
「
お
い
し
い
」

と
言
う
感
覚
が
一
層
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

　
お
い
し
く
食
事
が
で
き
る
こ
と
は
、
人

間
の
欲
望
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
ボ
ケ
の

防
止
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

むし歯のないよい歯の子
　H月の3歳児健診を受けた子33人

者
孝
昭
弘
幸
　
彦
光
男
　
男

護
　
　
　
　
　
　
久
　
　
　
　
　
誠

保
良
芳
正
定
　

一
俊
利
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
永
野
福
覇
口
廓
唱

住
為
漉
謁
宮
躰
水
新
難

　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

　
雅
太
悟
紳
彩
た
太
お
央
人
・
乃
介
之

子
の
直
翔
翔
　
晒
宥
ま
真
直
赫
彩
悠
宏

歯

い
落
落
澤
口
　
辺
町
熊
島
木

よ

　
水
水
金
関
柳
渡
中
樋
太
高

卵1月の休日救急医

1日㈱元旦
長山医院（津南町）盈66－2877

科医院（田中町本通り）盈52－2403

医院　（津南町）智65－3001

医院　（寿町4）豊52－2711
巻医院（川西町）盈68－2018

医院　（津南町）姪66－2877

病院（津南町）智65－3161

7
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¶
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盈
奮
　
姪
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り

町
原
　
通

原
　
　
軟

川
北
日
条

（
（
　
　
下

　
　
　
の
（

院
院
人
院

　
　
成

医
病
　
医

医院（本町西1）暦52－2581

医院（神明町）費52－3269

㈱
山
㈱
外
藤
㈹
野
藤
㈲
山
南
㈲
島
条
㈱
口
㈲
田
㈲
田

日
　
日
中
　
日
　
二
日
　
　
日
　
　
日
　
日
　
日

1
長
2
田
古
3
庭
第
5
長
津
1
2
大
中
1
5
山
偲
池
2
6
富

1月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

22日
（水）

午後1時10分

　～1時45分
5年7月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

8日

休）

午後1時10分

　～1時45分
7年7月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

29日
（水）

午後1時10分

　～1時30分
8年9月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
28日
（火）

午前9時30分

～10時15分

6年7月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

29日
（水）

8年3月
生まれの乳児

麟講納

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年8月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。2月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、1月15

　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま
　で連絡してください。

1月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 6・13・20・27日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

14日（火〉

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

16日休》

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川　荘

17日㈹
午前9時～11時30分

水沢地区公民館

平 成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

24日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

1月の献血車
◆受付時問　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血　14日（火）（終日）十日町市役所

◆成分献血　8日㈱（終日）十日町市役所

　　　　　22日㈱（／／）十日町市役所

＊成分献血は、事前に保健衛生課保健衛生係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

73平成8年12月25日号



β〃0％（f／0解0！

ぐOMO一τOKオハM（HI⑨

　15世紀がら18世紀にわたって造り続けられたドゥオーモ

（大聖堂）は、正面入口上部に壮麗なバラ窓を持ち、内部

には15世紀に作らiれたっづれ織りのタペストリーやルイー

二の壁画があります。ドゥオーモの一角にそびえる特徴的

な丸屋根の部分をキューポラと言いますが、キューポラの

設計から完成までには長い変遷がありました。設計段階の

初期のころ、1596年に亡くなった建築家ピョッティはロー

マのサンピエトロ寺院のキューポラを参考にしようとしま

したが実現しませんでした。その後も何人もの建築家が提

案してきたものの、様々な出来事によりなかなか決定を見

るにいたりませんでした。紆余曲折を経てようやく1730年、

灘・　霧強

ドゥオーモ正面

　　　　　　　　　　　　キューポラ

建築家ユバッラが設計を任され、4年後の1734年にキュー

ポラの形が決定し1740年に完成を見るにいたりました。実

にドゥオーモは350年という歳月を経ての完成となりました。

　コモ周辺は、ロマネスク様式の建築技術を先取りするク

マチー二（中世に国内外で活躍したコモ出身の一団の建築・

彫刻家）の巨匠たちを生んだ土地でもあり、彼らの重要な

作品の多くが、コモおよび周辺に残り、中世時代のコモを

今に残す古い歴史の町でもあります。

　　　　　　　　　　　〈アレッサンドラ・コッパ記＞

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

女子高生
十高マン研
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EM堆肥を利用した
環境教育の取り組み

　　　中条小学校

茄．9

圏，

鷺

輩

撒　 軋、

難灘

灘　
響　
踊

　
　
繍

　㌔霧
薇

難

覇馨

　　中条小学校では、社会、理科、生活等の

　学習や児童会活動との関連をもたせ、体験

　的な活動を取り入れながら全校で環境教育

　に取り組んでいます。

　　今年度も生ごみをEM処理し、堆肥とし

　て学校田や学級花壇に取り入れながら、稲、

　野菜、花の栽培を進めています。EMぼか

　しを利用した堆肥作りは、主に給食の残飯

　を利用していますが、EMぼかし作りをと

　おして、おおな児童会と「なかまの家」の

　方や地域の方々との交流も深めています。

　　また、空缶のリサイクルやクリーン活動

　等のボランティア活動も行っています。

融　子供たちはこれらの実践をとおして、活

　動や収穫の喜びとともに、学校の回りや地

　域に目を向け、地域の良さを見つけたり、

　地域との関わりを進んでもとうとするよう

　になってきました。そして、ごみや環境浄

　化、勤労生産活動に対する意識も大変高ま

　ってきています。

　
今
年
も
、
恒
例
の
来
年
の
干
支
（
丑

年
）
生
ま
れ
の
人
た
ち
の
取
材
に
駆
け

回
り
ま
し
た
。
い
ざ
取
材
と
な
る
と
さ

ほ
ど
で
も
な
い
の
で
す
が
、
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
て
取
材
を
引
き
受
け
て
も
ら
う

ま
で
が
大
変
で
す
。
特
に
、
3
世
代
に

渡
っ
て
の
家
族
を
探
し
当
て
る
ま
で
の

苦
労
は
並
大
底
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
来

年
か
ら
は
、
紙
面
公
募
を
や
ろ
う
か
と

も
思
っ
て
い
ま
す
）
雲
野
さ
ん
を
探
し

当
て
た
と
き
は
感
動
も
の
で
し
た
。
ま

た
、
取
材
で
は
小
学
生
や
若
者
の
希
望

に
満
ち
た
夢
、
中
高
年
や
お
年
寄
り
の

経
験
豊
富
な
話
な
ど
を
聞
け
る
こ
と
が

何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。
こ
ん
な
時
、

広
報
マ
ン
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
取
材
に
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
指
折
り
数
え
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
一
年
問
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
に
と
っ
て
来
年
が
す
ば
ら
し
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、
平
成
8

年
の
編
集
室
を
閉
じ
ま
す
。
　
　
　
㊧

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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